
「力」に　関す　る　ノ　ート

村　　上　　吉　　男

シモーヌ・ヴェーユ(1909-1943)の著作は単行本

として死後出版されている。生前の執筆活動は,未定

稿の戯曲　r救われたヴェネチア.I,少女時代からの何

篇かの詩,刊行を希望しつつ果せなかったr自由と社

会的抑圧との諸原因についての考察J,ほぼ完成しか

かったr板をもつこと」という作品のほか,数十種の

雑蕗-の寄稿論文,両親や友人宛に小まめにだされた

書簡,許義録,無数の覚書ノートの多方面にわたって

いる。ところが,単行本のなかに,これらすべてが網

羅されているということでは決してない。それは,原

稿の未発見に起因したり,草稿程度のものであった

り,あるいは,アルペール・カミュをはじめとする縮

纂者の意向に主に基づくと思われる。その単行本の冊

数は,それでも171,にのぼるはずである。

偶然にしろ,その単行本のいずれかに出会った読者

は,それを読んでおそらく;いろいろな感想をもたれ

るだろう(rノーり　rギリシアの泉J　以外すでに翻

訳がある)。そういうわけだから,たとえば,シモー

ヌ・ヴェーユにつけられる肩書は,美にさまざまにな

る。無政府主養老,サソデイカリスト,トロツキスト,

コミ1ニスト,フアシ・スト,実存主茸着,社会思想

寡,キt)スト教徒,神秘主義者,神学者,宗教思想

家,自由思想家,妖術者,密書術者,占星術者が,そ

うした肩書である。その是非をここで問うことなく,

また,妖術着以下の論外な肩書を外して考えると,そ

こには,活動家や宗教者としての特微が浮びでてこよ

う。これはさらにいって,それぞれ,彼女の前半生

と後半生の特徴になるようだ。そのことは,彼女の生

涯を克明にたどる作業を通して,明らかにされるだろ

う.しかし,わたしはここで,その作業を換返そうと

思わない2'。ただ,確醇の必要があるというなら,そ

のための,もうひとつの作業を乾みたあとに,彼女の

特徴が肯定されるか否かを決めても遅くない,と思う

だけである。

この作業とは,先に記しておいた17の単行本に注目

し,そこに鼠み入れられている作品群だけでも,発表

の順序にできるかぎり並べ変えて,ある調査をするこ

とであるO　検証の一方法は,頻!郎こ使用される単語

(言葉)を抜きだしてみることだ。そうすると,たと

えば,彼女の前半生には「抑圧」 (oppression), 「革

命」 (revolution),また後半生には「神」 (Dieu)と

いう名詞が,非常に多く目についてくるだろう。そう

した換証の結果によっては,いま間うているような開

題に対しても,おそらく,答えが与えられるはずであ

る。しかし,一時期にみられる単籍の使用頻度から,

シモーヌ・ヴェ-ユを活動家だ,宗教者だとみなす,

短絡的な判断は,しばらく中止しなくてはならないの

だO　なぜなら, 「抑圧」 「革命」 「神」は,作品全体に

わたって見出される単語とはならないからである。そ

れらの青葉があらゆる作品に用いられると仮定して

も,今度は彼女の特教が否定されるだけであり,彼女

は同時に,あたかも二つの僚域で活躍することになっ

てしまうだろう(後半生の彼女は,確かに,活動家と

しての目立った行動をとらなくなったが,依然社会評

論の執筆を放けている).しかし,そういう前提に立

って捉えてはおかなかったのである。またかりに,

「抑圧」なる官葉の意味が豊富で,そのひとつの意味

が「神」を暗示するような内容をもつとみることがで

きるなら,活動家と宗教者の肩書に何らかの関係が存

するということで,事件は異なってくるだろう。しか

し, 「抑圧」 「革命」と「神」とのあいだには,いかな

る関連性もない,ということなのだ。そうすると,彼

女は活動家から宗教者に転向した,と受け取られてし

まうのかO　そうではない。ジャック・カポーもいうよ

Z腰㍍ ¥W^E^^F^Fr¥ - E!施用ESiffgi3-」ォfl昌置ヨ51a

ラマ以外の何ものでもなく,その発展は際立った一文

性にある」3Jことを認めなければならないからだO

そこで,間題は次のようにまとめられてくる。つま
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り,思想の発展の一貫性のうえに立てば,その視点で

の作業の結果において,シモーヌ・ヴェ-ユの特徴も

別角度から捉えなおすことが可能になり,それにはじ

めて解答が導きだせるのではないのか,ということで

ある。いいかえると,活動家としての,生涯の前半の

時期(およそ1935年7月末日の工場体験を終えるまで)

によくでてきた「抑圧」や「革命」と,宗教者の立場

を保持した,後半の時代に頻掛こ使用された「神」の

単語では,一貫して発展する思想の接点が見出されな

いのだから,この作業においては,当然,作品全体に

でてきそうな単語を,しかも彼女の思想の深化にあず

かる青葉をほかにもとめることが陳せられてくる,と

いうわけである。

むろん,それによって,シモーヌ・ヴェーユの特草

としたことにも答えがでるだろうが,し..まは何といっ

ても,その単語はいかなるもので,どんな根拠のもと

に抜きだされたのか,を質すことにつきてこよう。こ

の単票割土,彼女自身にとって, 「抑圧」 「革命」 「神」

と同株,少なからず関心のありかを示す吉葉となる。

それは,すでにタイトルに記してあるように,作品全

体をみわたしても,決して一時期の使われ方でなく,

また彼女の思想を解くうえでのキー・ワードになる,

「力」という膏薬である。 「力」なる単語に関心を寄せ

るからこそ,彼女は作品全体にわたって,それを使用

しだすのだろう。

ところで,その官業は,たとえ関心があったとして

ち,同じ意味内容を有して,シモーヌ・ヴェーユの死

まで使われたのだろうか。そうであるなら,一生涯,

活動家にとどまるにちがいない。そして,宗教者の相

貌は彼女から消え去りかねない。しかし,すべては

「力」を換証する,その結果待ちなのではあるが,そ

の「力」の把握あ仕方に変化をみる,ということが可

能になってくるならば,彼女の特徴をひとまず肯定し

得るだろう。わたしたちが彼女のいう「力」を理解す

る際に, 「力」が変化し,ないし涙化した,と捉える

のは間違いではない。なぜなら, 「力」を意味するプ

ラソス語はいくつかあり,彼女はそれらをふんだんに

利用することになるからだ。フラソス語は「力」の官

業(名詞)として, Force, Pouvoir, Puissance,とき

に「力」の内容を有する場合に用いる　Pesanteur,さ

らに彼女だけの特殊用醇となって,およそ力に似たも

のとなる　Vertu　を所有しているOだから,どの単醇

がいつ,どれほど使用されたかなどを調べることによ

って,わたしたちが捉える「力」の内容に異なりをみ

せるはずである。そのことが同時に,彼女の一貫性に

基づく思想の変化(涙化)に鼓当してくるように思わ

れる。思想とはこの場合も, 「考え方」というほどの

ものに受け取ってかまわないが,そうした「力」に滑

する思想の変化(深化)は,いったい何を意味するの

か。

シモーヌ・ヴェ-ユは, 「力」の内容に,自然現象

の力(Puissance manifeste de la nature一'),人間関

係における力(Puissance collective de la soci丘te51),

そして,神的な力(Puissance de Dieu6')を紅み入れ

る(これらの力に　Puissanceが使用されるのはなぜ

か,そのときはかの力を表わすフラソス語はどうなる

のか,などの「力」の分析や比較は, 「力」に関する

ノートⅡで展開する予定にしている)。したがってこ

こで,かりに彼女の特教となった活動家と宗教者の肩

書に,これらの力を対応させるなら,当然,前者の活

動家に関係してくる「力」は人間関係における力にな

るであろうし,後者には神的な力が位置してくるだろ

う。この肩書と「力」とのかかわりを, 「力」の観点

に優先権を与えてみることにすれば,活動家や宗教者

にならざるを得なくしたのは,結局,彼女をはじめと

する人間がこれらの力にうちのめされてしまうからで

ある(彼女が活動家や宗教者の特徴をもつようになる

状況については, r霊的自叙伝7」に詳しいから,そ

の説明も割愛する)0 「力」が人間から,また神からも

のしかかってくる状況を解決しようとして,彼女が活

動家や宗教者になったことは,それ自体ですでに,彼

女が「力」の意味に変化や深化を加えて捉えていた,

ということである。そうすると, 「力」は活動家と宗

教者とを結びつける官業になってくるのだ。せれが

「力」の単語を抜きだした理由である。それゆえ,

「力」は,活動家や宗教者の個々にいまだ執着してい

うなら,彼女の,その特教を浮びだす原因となるだろ

うし,彼女の後半生は前半生のうえに立って,その深

まりに達した生である,とみることができるだろう。

しかし,そのときになってまで,活動家や宗教者の相

貌を彼女にみることは必要であろうか。活動家ないし

は宗教者の解釈にのみこだわっていては,彼女を,普

た彼女の思想を理解することには絶対ならないのだ。

なぜなら,再びジャック・カポーの青を借りていうと

ころの, 「シモーヌ・ヴェーユが力についていってい

ることは,実際には不幸に関して括っているのだ。力
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は,人間のあるがままの運命,つまり,冷酷な必然性

にゆだねられ,自己の醇価値の消滅に脅かされ,苦し

みにさらされた人間の運命の把遍を可能にさせる,諺

導主題となる8J」ような,この「力」こそ,わたした

ちに,その相貌を否定しきり,其の位世づけを確証さ

21

せる青葉になるからである。

そこで, 「力」の間題を解明するための材料になる

と思われる喪を,以下に早速,作成してみることにす

る。なお, B・C表のく　〉内は註1)に配したよう

に, 17冊の単行本のタイトル略号文字である。

(A)

単行本に紅み入れられない新開・雑払発表や書簡の年代噺表。

. 年 代 . 作 品 名 - 初 出 故 関

1 1924 「ペヅサラボI 夫人へのソネット」(Sonnet & M m e
BE SSA R A BO 9'

2 1929 「知覚について, あるいはプロテウスの口険」(D e A
5 ォ20 la perception ou l'aventure de PR O T EE ) 5, pp. 237-241

3 日 9290 「時間について」(D u tem ps) A
nー8, pp. 387-392

4 1931
10月

5㌘望警響 T (Lettre管 l'O bse禦 ij (Le C ogrfisteur)) A
nー10, pp. 474-476

5 1931
11月

「経準恐慌に閑†る考察」(R eflexion concernant
la crise econom ique)

- B
nー68, pp. 69-72

6 1931
11 ・21

「抱合統一への歩み0 ルビユイにおける抱合連合集
会」 (La m arche vers l'unit芭 syndicale. U ne

. r芭union intersyndicale au P uy)

C
nー282, p. 2

7 1931 「調査委員会の余白に」(E n m arge du Com it色 C
12 ・19 d'E tudes) nー286, p. 2

1932
1 . 2

「二二人香魚会の解消後に」 (A pr6s la m ort du
C om ite des 22)

- C
n0 288, pp. 1-2

9 1932
1 ・14

le 慧 禦 思 想 Rtj (U ne nouvelle 6tape danschom eurs) D
n0 不評, p. 不評

10 1932
1 ォ20

「1 月16 日の集会」(R eunion du 16 Janvier) C
n0 291, p. 2

ll 1932
1 サ21

巨 ある教訓的な凱 (U ne histoire instructive) D
nO 不詳, p. 不詳

12 1932 サ1 サ23 「サソ= テチエソヌ地方にて」 (D ans la region
stephanoise)

C
n0 不詳 p. 2

13 1932 ・1 サ30 「搾取の醇形態」(Les m odes d'exploitation) I C
n0 292, p. 1

14 1932 *l fl - 2 月 「カス ト制度の生き残 り」 (U ne survivance du

regim e des castes)
B

nー70, p. 148

15 1932 「調査サークル」(C ercle d'E tudes) C
2 . 6 n0 293, p. 2

16 1932 「非武装会熊」(La Conference du D 6sarm em ent) C
2 サ20 nー295, p. 1
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年 代 j 作 品 名 ー 初 出 機 関

17 1932 「資本と労働者」(Le capital et rouvrier)

3 ・12 n0 298, p. 1

18 1932 「ある鉱山を訪れて」(Aprとs la visite d'une m ine)
3 ・19 nー299, p. 1

19 1932 「プリアソの死後に」(A pres la m ortde BR IAN D

3月
A

n- 3, pp. 165-166

20 1932 「フリ.y シユの死をめぐって」(A utour de la m ort
4 ・16 de FR ITS CH ) n○303, p.2

21 1932
4 月

「ダニエル●ゲラソによる<恐慌についてO 資本主義

の破産と労働着の怠伎≫!こ付する回答」(巧eponse A

propos de la crise. Faillite capitaliste et
carence ouvri6r吟, par Daniel GU ERIN )

E

nー126,p. ll, 機関蕗
宛の書師も含む

22 1932
4 月

- 「フリッツユの虐殺と埋葬」(L'assassinat et l'enter-

rem ent de FRITSCH ) 0 126, pp.3-4

23 1932
7 ●2

- 「ソヴエト連邦と7 メ.)カ」(U .R.S.S. et

A m erique)
C

nー314, p. 1
-

24 1932 「ミシェル●デリユへの手先」(Lettre 」M ichelle

8 *19 D ERIEU )

25 1932 「ドイツからの手紙」(8月20日) (Lettre d'A llem a-

8 月 gne (20 aout) ○8, p.422

26 1932 「チリユ修道女への手庶」(Lettre A une soeur
10 ォ27 DER IEU )

27 1932 「テヴノソへの事故」(Lettre A T HEV EN O N)

秋か冬 n○362, pp.14-16

28 1932 「ドイツ共産党と労働抱合」(Le parti com m uniste
12・10 allem and et les syndicats) ○141, p. 14ー15

29 1933
2 月

Syr慧恕 SV 友人への手jffi j (Lettre A un cam arade nー5, FPP. 一9

30 1933
6 サ25

-. rフレネ帆 (L'affaire FREIN ET) nー6, App. 鶴-327

31 1933 「デリユ偉道女への手鼓」(Letttre A une soeur

7 ●5 D ER IEU

32 1933 「C. G . T . U 抱合員への訴え」(U n appel aux

7 '10 syndiqu&s de la C. G.T .U ) nー155, pp. 15-1610〉

33 1933 「労働着の国際的祖国」(Le patrie internationale C
7 ・22 des travailleurs) nー389, p.4

34 1933 く書評〉「E ・O フォルクマソ著 rドイツ革命」」 G
9 月 (E .O ・V O LKM A NN : La revolution

allemande)

nー9, p.129

35
謂 つ 豪君票〉TE(E. とU N TH ER-G RUN D範 r賢 、慧ftpission nー9, Gp.137

de la jeune generation)

36 1933
10 ォ28

盈 雪禦 s pacifistes?)どこにいたかJ (O C 的i- nO c402, p.2



年 代 作 品 名 t 初 出 幾 閑

「C . G . T . U 大 会」(L e cong rfes de la C . G . T . U )

37 1933 く書評 〉「ローザ ●ル クセ ソプルグ著 r地獄か らの G
11月 手紙J」(R o sa L U X E M B O U R G : L ettres d e la nー10 , p p. 180-18 1

p riso n)

38 1933 「ソヴ エト連邦の問題」(L e pro bte m e d e V U . R . S . C
12 - 2 s nー40 6 , p . 4

39 1933
12 ・10

「集団 の利 益 と権 力者 の利益」(L 'in tSr芭t "CO tlectif"

et l'in t丘r芭t des p u issan ts)

E

nー164 , p . 24

40 1933 「デ .) ユ修道 女への手紙」 (L ettre A u ne so eur

12 * 13 D E R IE U )

4 1 1933

12 ・16

scien tifiq欝 主義の概念」(N o tion d u socialism つ n 0 4鵬 P . 2

42 1933~ 193 4 「シ′ユザ ヌ ●フォルへ の 2 通 の手紙」 (D eu x lettres

急 S u zann e F A U R E )

4 3 1934
2 ●3

く謙沸 (同年 2 月 7 日予定 〉シそI ヌ ●ヴュー ユのマ

ル クス主義 につ いての許汝の要約 (Sch em a de la

C

nー416 , p . 2
con ference su r le m arxism e d e S im one W E IL )

44 1934 「デ I) ユ修道女へ の手紙」 (L ettre d. un e so eu r

3 . 6 D E R IE U )

45 19 34
3 月

<ォ ff > r * y h -(O tto R U H L E : K aご1 M A R X ) カール.マル クスJJ ○ G11 , pp . 2 46一別7

46 1934 「ナチ党 の内紛 は どうして撮んで きたか0 ドイツか ら E

7 サ10 の手鼓」(C o m m en t a m u ri le con flit in tern e d u n 0 178 , p p. 12- 13
p arti nazi. L ettre d'A Uem ag ne)

47 19 34
7 サ25

「権力は誰 のためにあ るのか」(A qu i le po uvo ir?) E

n - 179 , p . 7111

48 1934 「デ リユ修道女へ の手紙 」 (L ettre & un e soeur

夏 D E R IE U )

49 1934
後半

「シ′モ ーヌ ●ノミス カルへ の手紙 」(L ettre A S im on e
P A S C A L )

-

50 1934

12 ォ11

「テ ヴノソへ の手紙 」(L ettre A T H E V E N O N )121

51 1935
7 ●9

㌫ ●デ リユへの瑚 」(L ettre & M ich elle

52 19 35 「クP I ド. ジヤメへの手紙」 (L ettre & C lau de

9 サ23 JA M E T " 1

53 19 35 「シ′モ ー ヌ . パス カルへの手紙」(L ettre A S im one

P A S C A L

54 19 35 「シ′ユザ ヌ ●フォルへの手紙 」 (L ettre & S u zan ne
F A U R E )

I

55 1936
7 ・15

5票 venirs d'盈 exp lo it翠 ノ(S u r le tas. nー7 , Hpp . 3 -15
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「 年 代
,
I

作 品 名 初 出 機 関

56 1936
9 サ2 5

「ク ロー ド ●ジ ヤメへ の手紙抄」(E xtraits d 'u ne
lettre A C lau de JA M E T )

I

n○22, p . 244

57 1936

10 * 23

「C G . T の声明」(L a declaration d e la C . G . T ) ∫

nー5 19, p .

58 1936
12 ・4

「金属労働者 の大会」 (L e C ong rとs des M etau x)

,

J

n 0 525 , p . 6

59 1937
2 ●4

「* p ツコP÷つ いて のほ んのち ょっとした歴史」 (U n

peu d 'h istoire え propo s du M aroc)

K

nー17, p . 3

60 1937
2 . 10

「ノミ.) 地区労働組合連合大会」(L e co ngr色s d e
l'U n ion d es S ynd ica ts de la R eg io n P arisienne)

E

nー240, pp . 27 -28

61 19 37
2 ・11

「権威 の危機 」(C rise d'autorite) K

n 0 18, p. 5

62 193 7 「ローマ民 衆のス トライキ」(L a gr色v e d es p i色b丘ien s K
3 サ18 ro m ains) nー23 , p . 4

63 193 7
4 ●8

「国 家の威借 と労働者 の名誉」(P restig e n ation al et
h onn eur ou vrier)

冗

nー26 , p. 2

6 4 1937

4 サ2 2

「戦争 の危険 と労働者 の征覇」 (L es d angers de

g uerre et les con qu芭tes o uv rte res)

K

nー28 , p . 4

65 1938
3 - 25

「直接交渉 のために」(P o ur u ne n」g oc iatio n im m 色.
d iate)" '

I

n 0 54, p. 90

66 1940
春

「エ ドアル ド●ヴオル テル ラへ の手庶 」(L ettre &

E doa rd o V O L T E R R A

67 1940
1 1月

「釆 部大 臣カル コビノ」(L ettre A C A R C O P IN O ,

m inistre de 1' E d ucatio n nationale)16'

6 8 194 1
4 月

p ropo s霊 Joc istes) 者 連盟の人ぴ とについて」(A L

nー23 4, p p. 245一246

69 194 1
5 月

「哲学」 (L a p h ilosop h ic) L

nー23 5, p p. 288-294

70 194 1
6 月

「ギ ユス クー プ . テ ィポ ソへ の手叔 」(L ettre A
G ustave T H IB O N

71 194 1
6 - 30

「一 同志へ の手紙 」(L ettre A u n cam arade)
ー "

7 2 194 1
8 . 6

「あ る友へ の手紙 」(L ettre A u n am i)

73 1941夏 「文学の責任について,と呼ばれるカイエ●デ3-●シ
ユドへの手紙」(LettreauxCahiersduSuclsurlesresponsabilit6sdelalitterature)171

〟

74 1941
夏

「キlスターヴ●ティポソへの手紙」(Lettre &
Gustave TH IBON

75 1941
夏

「ルネ●ドマルとヴエラ.ドlTルヘの手紙」(Lettre(a
Ren芭et Vera DAUM AL)

膚 〃 喜 ■ ■ -

76 1941
10・10

「リーイ捷督への手紙」(Lettre & l'amiralLEAHY) 曲■ ■ ー■■ -



-「力」に関する　ノ　ート-

年 代 作 品 名 初 出 機 関

77 1941 「ユダヤ人間題局長官グザゲイエ●ヴ7 ラへの手紙」

10 -18 (Lettre A Xavier V A LLAT , com m issaire aux
Questions juives)

78 1942
5 ォ20

「ギ3lスターヴ.ティポソへの手紙」 (Lettre え
G ustave TH IBO N)

79 1942

5 サ26

「ギ3lスターヴ●ティポソへの手紙」 (Lettre A
G ustave TH IBON )

80 1942
5 ォ26

「s ...への事故」(Lettre A S)

81 1942

5 月

「ギa I ム.ガソデへの手妖」(Lettre A G uillaume
G U IN DEY ) I

82 1942
夏

「ベルシエ博士への手紙」(Lettre & docteur
BERCH ER

83 1944
1月

「道徳と文学」(M oral et litterature) L

n0 263, pp.40-45

84 1946 「読みの執念についての秩輸」(Essai sur la notion M
1J1-3J! de l∝ture) n○1, pp. 13ー19

85 1951 「7 ソロのサソ.アソジエロ教会のロマネスク様式フ N
l/^ 3 @ J (La fresque rom ane de l'Eglise Saint n0 6, pp.612-614
'A ngelo & A solo)



(B)

新開・雑録-の投稿や会席その他が蝉行本に組み入れられ,しかもそれらの蒐表の目付けの比較的明らかな年代順襲。

年 代 作 晶 名 初出機関 force pou voir
p uissance ーpesanteu r

v ertu
単行本タイトル
略号文字

1 1920 「火の妖精たち」(C on te d es
lu tin d u feu )

38 くV S 〉

p p. 37一40

2 1926
1 月

「シャルルマI ニユ祭りの会食

時に読まれた持」(V ers lus au

g 0丘ter d e la S a int-C H A R -
L E M A G N E )

20 くV S 〉

1叩. 16-20

3 1926 カ、 「金持ちの若い娘に」 (A u ne くV S 〉

1927 jeune filie riche) p p. 13-15

4 1929 「稲妻」(E c lair) L くV S 〉
n 0 284 ( 1947
午), p . 566

p. 21

5 193 0 「デカル トにおける科学と知覚」
(Science et percep tion clans
D escartes)181

31 ,47 55 ,56(4),

昌謡 1,59(3),',61 ,

45 ,50 ,54(3),

55 4),56(4),
57 ,59 ,60(5),
3鋸 孟(4),

69(4),72 ,78 ,

6 7 くS S 〉

l叩. 9 -9 9

7 6 ,77(3), 8 1,86 ,8 8
94(3

6 193 1 「ポ【ル ●ヴァレリーへの手紙」 くV S 〉

7 ォ20 (L ettre a P au l V A L E R Y ) P P. 9ー10

7 1932

8 サ25

「ドイツの第一印象」(P rem ieres
im pressions d'A lletttag ne)

E

nー134,

P . 141

124 くE H P 〉

p p. 124-125

8 1932 「ドイツ革命の条件0 レオ ●ト A 118 ,119 潤 ,123 くE H P 〉
8 月 ロツキ【著 rそ して今はJ」

(C o nditio ns crim e rev olu tion

allem and e. 4E t m aintenant?pa r U o n T R O T S K Y ) 〉,

nー8 ,

P P. 4 17ー421

P p. 117-123

9 193 2 「待機するドイツ ( ドイツの印 E

10 ォ2 5 & )J (L 'A llem a(Im pressions d '訂 ;e霊 a tten tegn e)) nー138,

PP . 6 -12

tO
o>

I

`「

:ゴ
事■

77

渇

4

01

＼

I

ii

I



年 代
作 ー冒一 名 I 初 山脚 fo rce po uvo ir pu issance pesan tcu r

10 1932 「待機 す る ドイツ ( 8 月 9 月の A 12 8(2),129 127 ,132(3), 13 1
10 ォ25 印象 )」 (L 'A llem ag ne en at- n 0 10 , (2),130 (2), 13 3,13 9,

ten te (Im pressions d'ao u t et

sep tem b re))

p p. 5 62-532" ' 13 1(5),132
(2),13 3 ,141 ,

140 4 ー 〃

142 一題■ 〃
ll 1932 「待機す る ドイ ツ ( 8 月 9 月の A

11 ・25 印象) 〔統〕」(L 'A llentag ne en n ー11, ■ 喜
attente (Im p ression s d 'ao a t Ct p. 5 83-590
sep tem bre) 〔S u ite〕)

12 19 32
ll - 25

「ベル リソ変革 ス トライキの教 A

訓」(L es enseign em ents de la n " ll,

g rdve des tran sports A B erlin) p p. 590ー59 1

143 ,144 144
I

,

13 19 32 「ドイツの選挙 」(L es E lections A 144
11 サ25 allem an des) nー11, ■ 喜

p . 59 1211

14 19 32 「ドイ ツにおけ る状況 〔工〕」 0 148 ,150 , 148
12 (L a situ atio n en A llentlig ne nー10, 15 1 ■ 喜

〔I 〕 p p. 146ー148

15 193 2
12 ・18

「ドイツにおけ る状況O .ヒットラ

ーの運動 〔Ⅱ〕」 (L a situatio tt
en A l】em agn e. L e m ou vem en t
h itle rien 〔Ⅱ〕)

0

nー12 ,
p p. 178 -180

151(2),152 , 157

155 6),156
(2),157(3)

154

16 1932 「数学教育」 (L 'enseig nem en t 106
des m ath em atiqu es)

17 1933
1 . 8

「ドイ ツにおけ る状況0 ドイ ツ
改良主義 〔Ⅲ〕」(L a situation

en A llem ag ne. L e rd fo rm ism e

aD em and 〔Ⅲ〕)

0

nー15,

pp . 2 35-237

11昌8 ,159 ,<X2) 昌瑠 霊 ,

18 1933
1 ・15

「ドイ ツにおけ る状 況0 ドイ ツ
串良主義 (碗 ) 〔Ⅳ〕」(L a situa-

tion en A llem ag ne. L e r" 0 r一

m ism e allem an d (su ite) 〔Ⅳ〕)

0 16 7 2) 166

n - 16,
pp . 249 -25 1

19 1933
1 サ29

H il l fr CV ]J (L a situatioA llem ag ne. L e m ou vem e琵吾 n 0 018, 168 ,171(3)

pp . 28 4-28 5
com m un iste 〔Ⅴ〕)

年 代
作 ー冒一 名 - 初 山機関 fo rce po uvo ir pu issance pesan tcu r vertu 憎 等妻蔓 イ トル

10 1932 「待機 す る ドイツ ( 8 月 9 月の A 12 8(2),129 127 ,132(3), 13 1 くE H P 〉

10 ォ25 印象 )」 (L 'A llem ag ne en at- n 0 10 , (2),130 (2), 13 3,13 9, pp . 126-142

ten te (Im pressions d'ao u t et

sep tem b re))

p p. 5 62-532" ' 13 1(5),132
(2),13 3 ,141 ,

140 4

14 2

ll

l
-

1932 「待機す る ドイ ツ ( 8 月 9 月の A
11 ・25 印象) 〔統〕」(L 'A llentag ne en n ー11,

attente (Im p ression s d 'ao a t Ct p. 5 83-590
sep tem bre) 〔S u ite〕)

12 19 32
ll - 25

「ベル リソ変革 ス トライキの教 A

訓」(L es enseign em ents de la n " ll,

g rdve des tran sports A B erlin) p p. 590ー59 1

143 ,144 144
I

,

くE H P 〉

P P . 143 -144

13 19 32
11 サ25

「ドイツの選挙 」(L es E lections

allem an des)

A

nー11,

144 くE H P 〉

p p. 144-145
p . 59 1211

14 19 32 「ドイ ツにおけ る状況 〔工〕」 0 148 ,150 , 148 くE H P 〉

12 (L a situ atio n en A llentlig ne nー10, 15 1 p p. 146-15 1
〔I 〕 p p. 146ー148

15 193 2
12 ・18

「ドイツにおけ る状況O .ヒットラ

ーの運動 〔Ⅱ〕」 (L a situatio tt
en A l】em agn e. L e m ou vem en t
h itle rien 〔Ⅱ〕)

0

nー12 ,
p p. 178 -180

151(2),152 , 157

155 6),156
(2),157(3)

154 くE H P 〉

p p. 151-157

16 1932 「数学教育」 (L 'enseig nem en t 106 くS S 〉
des m ath em atiqu es) p p. 105一109

17 1933
1 . 8

「ドイ ツにおけ る状況0 ドイ ツ
改良主義 〔Ⅲ〕」(L a situation

en A llem ag ne. L e rd fo rm ism e

aD em and 〔Ⅲ〕)

0

nー15,

pp . 2 35-237

11昌8 ,159 ,<X2) 昌瑠 霊 , くE H P 〉

p p. 158-163

18 1933
1 ・15

「ドイ ツにおけ る状 況0 ドイ ツ
串良主義 (碗 ) 〔Ⅳ〕」(L a situa-

tion en A llem ag ne. L e r" 0 r一

m ism e allem an d (su ite) 〔Ⅳ〕)

0

n - 16,
pp . 249 -25 1

16 7(2) 166 くE H P 〉

p p. 164ー168

19 1933
1 サ29

「ドイ ツにおける状 況0 共産主 0
禦 m CV JJ (L a sim ag ne. L e m o霊 ion enlen t O 18,

pp . 28 4-28 5
com m un iste 〔Ⅴ〕)

168 ,171(3) くE H P 〉

p p. 168-172

I

■■

ヒト
■■

77

53

ヰ

か

19

I

ii

I



年 ft J 作 品 名 l 初 山脚 force po uvo ir pu issance 飽 nteu r V ertu 憎 等妻 蔓イ トル
冒

I

「
ヒト
」

..-

20 1933
2 ●5

「ドイツにおける状 況0 共産主義

運動 (釈 ) 〔Ⅵ〕」(L a situatio n

en A llem ag ne. L e m o uvem en t
com m un iste (suite) 〔Ⅵ〕)

0 174(3)

nー19,
p p. 30 0-301

くE H P 〉

p p. 172-175

21 1933
2 ・12

「ドイツにおけ る状況0 ドイツ

の共産主義運動 〔Ⅶ〕」 (L a

0

nー20 ,

177 くE H P 〉

pp . 175 -179
situa tion en A llem ag ne. L e p p. 315 -3 16

m ouv em en t co m m un iste a -
lem and 〔Ⅶ〕)

2 2 19 33 「ドイ ツにおけ る状況0 ドイツ 0 18叫2),181 180 ,184(3) くE H P 〉

2 ・19 の共産主敦運動 (統) 〔、刊〕」 nー2 1, (3),18 2(2), PP . 179-185
(L a situ ation en A llem ag ne. p p. 329-332 18 3(2),185
L e m ou venten t com m u m ste
allem an d (su ite) 〔Ⅶ〕)

23 19 33

2 ォ2 5

situation e盟 5 # tH em 莞J (L ane A

nー2 ,

3 87 38 7(6), 388
(4)

くE H P 〉

pp . 386 -3 89
p p. 9 0-92 rl

渇

4

0ー

＼

I

-r
I

24 19 33
2 ォ26

「ドイ ツにおけ る状況0 ドイツ
畢産主敦 (釈) 〔Ⅸ〕」 (L a

situatio㌢ en A llem ag ne. L e
com m u nism e a llem and (su ite)
〔Ⅸ〕)

0

nー22 ,
pp . 3 47-348

-
< E H P >

p p. 186-189

2 5 19 33 「ドイツに おけ る状況0 ドイツ 0 190 ,192 くE H P 〉

3 ●5 共産党 (完) 〔Ⅹ〕」 (L a situ a一 n○23 , ー叩. 189- 194
tio n en A llem agn e. L e p arti p p. 3 63-365
com m u niste atlem and (fin )
〔Ⅹ〕)

26 19 33 「テ クノクラシー, ナチ主虫 4 1 3 く0 L 〉

3 月 ソヴエ ト連邦, そ の他 につ いて p p. 39-44
だ tecd (R eflex ions co nen oc ratie, le nat冒rnan tonal-

so ialism e, et q uelqu es au tres Î ^ ^ H I

po in ts)

27 1933

4 . 9

(S ur la 忠 恕 盟 監 lag ne) 0

nー28,

くE H P 〉

pp . 195 -196
pp . 45 3-454

28 1933 -5 ・7 M . O . R 盟 盈 :1 7 鵠 n 0 03 1 < E H P >197 -202PP 、



年 代 作 品 名 初 出機 関 force
pou vo ir ー pu issance pesanteur ー vertu 叢等妻 蔓イ トル

I

「

J lS FJ (S ur la situ ation enlem agn e. Q u elq ues rem arq霊

sur la r6po nse de la M . O .
R 22,

p p. 498 -500

29 19 33

7 ォ23

「世界政治のなかの ソヴ エ ト遵

R . S響 思 e role d e 1' U .la po litiqu e

m ond iale)

0

nー42 ,
p p. 693ー695

20 4 207 ,20 8 205(4),207
(2),208

くE H P 〉

p p. 203-208

30 1933
8 サ25

「展望, わた したちは プ ロレタ

リア革命に向 つてい るか」
(P erspec tives, A lIo ns-no us vers

E

nー158,
pp . 3 -ll

去2 ,14lfe ),為 ,

26(2 ,27 ,28 ,

13 ,1叫2),

数 計

22 ,28(5),34 く0 L 〉

p p. 9-38

pp . 257-263
(色b auches)

Ia r丘vo lu tio n p rotetarienne) 32 ,3 3(4),34
(2),3 5,3 7(2),

38

260(4),26 1 263
t}
」

fi

渇

ヰ

et

＼

I

3 1 1933
11月

「喝争についての考 察」 (R 丘.
flex tons su r 】a g uerre)

G

nー10,
pp . 153 -158" '

230 ,2 32 2),

234 ,2 39
22……,23 2.,2 35(7),(2),237 くE H P 〉

pp . 2 29 -239

32 1933 「レ- ニソ著 r唯物静 と経験批

11月 判輸」について」(S u r le liv re
de L E N IN E ォM at6ria lism e

G

lt 10 ,

pp . 18 2-185

47 ,50 4 5 く0 L 〉

pp . 4 5-54

et E m p iriocriticism e〉 p. 2 64

264 (丘b auche)
1
I

tO
く0

33 1933 「革命戟 争についての断片」 24 1 241(2) くE H P 〉
12月 ′(F rag m ent sur la g uerre r6 -

volutionnaire)

pp . 240一241

34 1933 「ボイ コ ッ トについて さ らに一

12月～ 言 (断片)」 (E nco re qu elq u es
1934 m o ts sur le b oyco ttag e
初 (frag m en ts))

-

I

くE H P 〉

pp . 242 -243

3 5 1933-
1938

「断片」 (F rag m ents) 163 く0 L 〉

pp . 163ー177

36 1934 「十 四世 紀 フィ レソツエにおけ G 9 1 ,94(2), 8 5 2),86 , 89 ,9 1 ,9 4 , 101 くE H P 〉
3 月 る プ ロ レタ リアの 蜂 起」 (U n

sou ldvem ent p roldtarien d
F lo rence au X IV e si色cle

n○11,

p p. 225-228

9 5 ,96 ,97 ,
100 3)

96 pp . 8 5-101



. 年 ft J 作 品 名 J 初出機関 force po uvo ir p uissaitCC 巨 esan teu r vertu 憎 等 妻蔓 イ トル

37 19 34 「X 氏宛 の手放 の断片」
春 (F rag m ent d e lettre え X )

くC 0 〉

pp . 3 3-34

3 8 19 34
後半

「自由と社会 的抑圧 との醇原 因

につい ての考察」
(R eflex io ns sur les causes de

59 ,6 1(2).6 2(3),6 4(4),6 5(4),6 6(2), 6 3 ,75 ,78 , 6 1 2),6 2 ,

g鵠 90 .2(5), 78 .80(2),8 9 ,90(2),9 1(3),
6 5 ,9 6 ,
117(2),129 ,
145

く0 L 〉

pp . 55 -16 2

la liberty et de l'op ression

socìlie

69 ,70 ,73 ,

76 ,78 ,80 ,
8 1(2),8 5 ,
88 6),8 9 ,93 ,
…0gきぬ ),

10 3(5),105(3),

106 ,109 ,

92 ,93(2),9 8 ,

100 ,106 ,109(2),117(2),

11芸措 Ik ),

;鋸 …与& >,

107 .10 8(3),109 (2),110 ,112(3),12 1, 112 ,127 ,
13 5 ,136 ,
14 1 ,143 ,

14 1(3),146 ,

150 ,15 1(2),
152 ,154 ,

;…7,1290(5),1崇 : 王4 6,152(2)誓(2),53 , 155 ,157

268(2)

王霊$鵠7, 1576

芸等3.269,

鵜" ■-
16 0

p p. 265-27 1
(p lan, db au che)

票 2),2),270

39 19 34

12月

「一女生徒へ の手妖 」 (L ettre

& u ne 6 1色Ve)
24 くC 0 )

p p. 23-27

4 0 1934 「服従 と自由につ いての省察 」
(M ed ita tion su r l'o b色issancc

et la liberty)

…89 29 2 3 ,188 , 189 ,19 1 193 く0 L 〉

p p. 186一193

41 1934-
1935

「工場 日妃」(Jo urna l d 'U sine) 73 (2),74 ,82 ,

9 2 ,9 8 ,102 ,
107

94(3) くC 0 〉

p p. 35-108

42 19 35 「テヴ ノソ夫人 宛の 3 通 の事故 」

1 月 (T rois lettres A A lbertine
T H E V E N O N )" 1

′

20 くC 0 〉

p p. 15-22

4 3 19 35 ・
4 ・12

「ポ リス ●ス ヴ 7 リー ヌへ の手

紙」(L ettre え B o ris S O U V A -
R IN E

29 くC 0 〉

p p. 29-3 1

I

■「

ヒト
■■

n

渇

4

81

＼-

I

.7.

i



年 中 作 ■打. 名 - 初 出脚 force pou vo ir pu issance pesanteu r vertu 順 等 妻蔓 イ トル

44 193 5 rア ラソの手紙への回答」 くS S 〉

(R 6p onse 畠 u ne lettre p p. 1 1ト116
d 'A L A IN

45 1935- 「断片」 (F rag tttents) 110(2),124 120(3) 11叫2) くC 0 〉

1936 ー>p . 109ー124

4 6 1936 「M . ベ ルナールへ の手紙 また

1 ・13 は, あ る技師長へ の手萩 〔I 〕」
(L ettreL ettre 急㌔M . B En ing dnだN A R D . ouur d irec teu r

d'U sine f I y サ

126 - くC 0 〉

pp . 12 5-132

47 19 36
1 ・3 1

rM . -o v-r - /u ^s o ^ iK C I j i(L ettre H M . B E R N A R D fil l) 133 くC 0 〉

P P. 132-135

48 1936
3 ●3

「M . ベ ルナールへ の手妖 〔Ⅲ〕」
(L ettre 急M . B E R N A R D 〔Ⅲ〕)A

137(4),140 138 ,142 140 くC 0 〉

pp . 135-143

49 1936 「M . ベ ルナI ルへ の手紙 〔Ⅳ〕」

3 ・16 (L ettre A M . B E R N A R D 〔Ⅳ〕)

144 2) 146 144 ,14鋭2),

146(2)
くC 0 〉

pp . 143ー147

50 1936
3 ' 30

「M . ベ ルナI ルへ の手紙 〔Ⅴ〕」
(L ettre a M . B E R N A R D 〔V 〕)

147 < c o >pp . 14 7-149

51 19 36
4 月

rM . -< /u ^ - /i" ¥ <D g =iK C'vn j(L ettre H M . B E R N A R D ^ ]) 151 15叫2) 151 くC 0 〉

p p . 149 -15 2

52 19 36
4 月

rM . -</u ^- ~ ^ 'n o ^ ^ c viidj(L ettre * M . B E R N A R D ^ }) くC 0 〉

p p. 152ー153

53 1936

4 月末一

「M . ベルナールへの手紙〔Ⅶ〕」
(Lettre d. M . B E R N A R D 〔Ⅷ〕)

くC 0 )

ー叩. 153-154
5 月初

54 1936 「M . ベ ルナールへ の手紙 (斬

5 月初 片) 〔Ⅸ〕」 (L ettre & M .
B E R N A 1ミD (frag m ent) 〔Ⅸ〕)

<x o >

pp . 155-156

55 1936 「ア ソテ ィゴネ- 」(A N T IG O - P 62 58 2 60 くS G 〉

5 ・15 N E ) pp . 57 -62

56 19 36

5 ・16

「アラ ソの間いに答え る」
(R epo nse A l"ーe g u estion

24 5,24 6 くE H P 〉

pp . 2 44ー247

I

「
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年 ft J 作 品 名 ー 初 雌 関 目 pou vo ir pu issance ーp esan teu r vertu 詰 責蔓 イ トル
W
tTO

I

「
tf
」

〔

渇

ヰ

〇一

＼

I

ーr
I

d'A L A IN ) くE H P >

pp . 396 -397261

57 19 36
5 ・16

「名誉 と国家 の威僧 に関す る醇
考 察」 (Q uelq ues reflexions

concern ant l'ltonneu r et la
dig nite natio nale)

394(3 くE H P 〉

p p. 394-395

58 19 36 「エ レク トル」(E L E C T R E 6 3(2),65(2), 6 3 くS G 〉
5 月 6 6 p p. 63-72

59 19 36 「M . ペルナI ルへ の手紙 〔Ⅹ〕」 くC 0 〉
5 月末l (L ettre A M . B E R N A R D pp . 156- 157
6 月初 〔Ⅹ〕)

60 1936
6 ●4

:譜 盟 霊 & TO J (L ettreSy nd iq u6) くC 0 〉

p p. 175【179

61 1936 「M . ペルナI ルへ の事故 〔X l〕」

6 ・10 (L ettre A M . B E R N A R D 〔Xl〕)

I くC 0 )

p . 157

62 1936
6 ・10

#rf 琵賢哲 票 ㌘ 告r6v e 召e1 E

nー224,

163 ,166 ,
168 ,169 ,

王等冒# 雪子2 , くC 0 〉

P P. 16 1ー174
ou vridres m e talー0S) pp . 4ー8 17 1,172 173

63 1936
6 月後半

rM(L e霊 ′㌘ M . B E R N 盈甜 〕」 159(2 くC 0 )

p p. 158 -159
〔m I〕) ー

64 1936
8 月以降

「スベイ ソ日紀」(Jou rnal
d 'E sp agne) .

2 14 ,2 15 209 くE H P 〉

p p . 209 -2 16

65 1936

10 ・27

「軍靴 を磨いてお くべ きか」

(F au t-il g raisser les g od illo ts?)
Q

nー44ー45 ,
p. 15

248 < E H P >pp . 248 -249

66 1936 「中立政策 と 相互援助」 (L a 251(2 < E H P >
11月 politiq ue de n eutra lity et pp . 2 50 -251

'assistance m utu elle)

6 7 19 36
11月

「一般化 され鞍不 介入政策 」
(N on -in terven tion ge n6ralisee)

254 2 53 < E H P >252-255PP

68 19 36

11月

rm b ft * * :ォ><D # & J (R e -flex ions po ur d dp laire) 霊 (2),219 ,
P<PチII p >218-219

p p. 3 92-393171



一 年 代
作 品 名 初 出故 関 force pou vo ir pu issance

pesan teu r vertu 一叢 等妻蔓イ トル

69 19 36 「断片」(F rag m en t) くE H P 〉
2 17

70 19 36後半 「オーギ ユス ト●ド トウフへ の 18 2,184(2) くC 0 )

~ 1937 手紙」 (L ettre & A ug uste
D E T Q …U F )

pp . 18 1-184

7 1 19 36後半

-1937

「オI ギ 3.ス ト●ド トウフへの
手紙」 L̀ ette & A ug uste

186(5) くC 0 )

pp . 185 -18 7
D E T d∋U F )

72 1937 「モ ロッコ, あ るいは飛行制限
2 サ10 に関す る命令」(L e M aroc o u

la prescrip tio n en m atie re d e

vo l

Q

nー48 -49 ,
pp . 28 -29

332 ,33 5(2) 333(3) 3 32(3),333 ,

3 34

くE H P 〉

pp . 33 1-33 5

73 1937
2 ォ23

く琴浪〉浪 岡 「合理化 」 (L a

ratio natisa tion )

215(4),224 ,226(2),23 1(2) 220 ,230 2 17 ,2 30 くC 0 〉

p p. 2 15 -23 2

74 19 37 - 「チ ュニジアの流 血」(L e sang 337 3 36 336 くE H P 〉

3 サ25 co ule en T u n isie) 一一 33 ,

p p. 75 -7 6

p p. 336ー338

75 19 37
4 ●1

「トロイ 7 職争を換 りかえす ま

い」(N e recom m enQon s pas la

g uerre de T ro ie)

R

n - 2,
p p. 8-10

257 ,27 1,
272

264 ,265 ,
269 ,270帥 ,

2 71(3

256 ,2 59 ,
票 至,266(2),(2)

263 < E 11 P >p p. 256-272

76 19 37
4 ・15

「トロイ ア職争を換 りかえす ま

い 〔耗 〕」 (N e recom m enqo ns

pas la g u erre de T roie
〔su ite〕)

R

nー3,

p p. 15-19 -

77 193 7 ・ 「一男生徒への事故 の断片」 120 120 くS S 〉

春 (F rag m ent d 'un e lettre & u n
d tud ian t)

p p. 117-120

78 1937 「労働 の条件」 (L a co nd ition くC 0 〉

9 ォ30 ou vri色re) p p. 233ー239

79 1937 「オI ギ ユス ト. ド トウフへ の

12 ・15 3 M EU (L ettreD E T GE U F ) A A ug u ste
R

nー16 ,
p p. 4◆5

くC 0 〉

pp . 188-1952

I

■つ

と士
」

n

匿】

4

01

＼

I

1■

l



年 代 作 晶 名 初 出機関 fo rce po uvo ir pu issance p e盟n teu r
vertu 憎 等妻蔓 イ トル

80 1937 「プ P メテ」(P R O M E T H E E ) くV S 〉
P P. ー22-24

81 1937 「北部鉄道紛 争か ら得 られ る教
訓につい ての覚書」(R em arq ues

sur les enseign em en ts a tirer
des con川ts au n ord)

19 9 ,200 ,
202

19 7 ,199 2 ,
200 (3),201 ,
20 2 ,203

204 くC 0 〉

pt3. 19 7-205

8 2 19 37 「企業 におけ る新 しい内部体制

のための計両の鰭原 則」 (P rin -
209 芸滑 210 , くC 0 〉

ー叩. 207 -2 13
cipes d 'u n p rojet pou r u n
reg im e in terieur nou veau d ans
les entreprises in du strielles)

83 19 37 d浩 P0慧 P:S豊霊 慧忠 (M 6-re) 326 324 ,32 5

38芸鋸 00絹 ,霊芝鋸 霊(2),(3),

407

40 6

327 くE H P 〉

ーjp. 324-327

405 pp . 40 3-4 07301

i

84 1937
et prod uc監 n(幣 孟J (P rog rdsm en t)) I

くE H P 〉

pp . 39 8-39 9

85
.

1937 「経済学 に関 す る若干の省察」
(Q ue lq ues m e ditations co n-

320 320 321 ,322(2) くE H P 〉

p p. 3 19 -3 23
cernant l'6conom iqu er e, p p. 400ー40 2

86 1938
3 ・10

「祖国 の この痩噂 す る手 足」
(C es m em bres pa lp itan ts d e
la P atrie)

Q

tt0 6 3,
p p. 18 -20

349 ,350 < E H P >p p. 344-350

87 1938
5 サ25

「チ ェコス ログ アキアのた めに

ヨ一。 ツバは戦 うべ きか」
(L 'E u ro pe en g uerre p ou r la
T ch 6coslovaq uie?)

I

一一 58 ,
PP . 149 -15 1

2 73 ,2 75(3 ,

2 76 ,277

277 276 くE H P >

pp . 273ー278

-

88 19 38

5 月

「ジョル ジュ ●ベ ルナ ノスへ の
手紙 」(L ettre & G eorg es

2 22,2 23 くE H P >

pp . 220 -224
B E R N A N O S)

89 1938 「フ ラソス帝国の植 民地問題の 35 1(2),353(3), 355 352 ,3 54(2), くE H P 〉

12月 新 たな紡 与件」 (L es nou velles n- 2-3, 354 3 55 pp. 3 51-3 56
d onnees d u prob l̂ m e co lonial PP. 6 -7
d an s l'E m pire franca is)

408(2),409 2) 408 2
p p. 408-409
(variante)

I
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一 年 中 作 iff. 名 . . 初出機関 fo rce pou voir p u issance pesa nteur vertu 憎 等 妻蔓 イ トル

-

l「

90 1938 「断 片」 (F rag itten ts) 357(3)

360

3 57 くE H P 〉

pp. 3 57-358
pp. 3 59-360

9 1 1938 「あ る一 日に」 (A u n jou r) < v s >p p. 2 5-30

9 2 1938 「G . ベルジ ユ リへ の亭庶 」

(L ettre & G . B E R G E R Y )
285 ,286(2),

287 ,289
28 5 287 ,288 くE H P 〉

p p. 283 -289

9 3 1938 「プウシエの淋 淡についての考 281 くE H P 〉
察」 (R e flex ions su r la co n- pp . 279-282
fS rence de B O U C H E )

94 19 38 「反 フラソス陰謀 の罪 は誰 にあ 3 40 2 ,342 34 1(2),343 くE H P 〉
るか」 (Q u i est cou pab te des pp. 339-343
m ens es antifr ìncais?) ミ士

」

rサ

渇

ヰ

95 19 38か

1939

r^ & m S SJ (E bauch es de

lettres)

圭冒8(2),109(2),3 110 ,11114 (2),王15(4) 104 107 ,108 2),

109 ,110

くE H P 〉

pp. 102ー1 16

96 1939 「P - マ と.アルノ1.ニア」 (R o m e R くE H P 〉

7 . 1 et l'A lb an ie l一〇48, p p. 61-62 01

＼

I

丁
-

CJ
Uー

p. 24

97 1939 「歴史の小 さな点 (「ル . ク ソ」

9 月後半 叔 辞典長 への苧故)」(U n petit

poin t d'h istoire (L ettre au
T em ps) 311

-

くE H P 〉

ーjp. 38 1ー3 82

98 1939 「野蕃 についての 考 察」 (R 6 -
flexion s sur la b arbarie)

64 2 ,6 5 64 63 2 6 4 くE H P 〉

p p. 63 -6 5

99 1939 「わた したちの時 代の混乱」

(D 6sarro i d e notre tem ps)

I < E H P >p p. 290 -29 1

100 1939 「あ る決算 のため の考 察」 T 296 ,297 , 303 ,307(2), 299 ,304 , 3 10 くE H P 〉
(R eflexion s en v ue d'un b itan) nー24, 30叫2),304 , 310(3 ,3 11(2) 3 06 ,309 p p. 296 -3 12

p p. 20 -29

10 1 19 39 「断片」(F rag m en t) 29 3 293(3 295(4) くE H P 〉

p p. 29 2-294



年 代 作 品 名 初 出脚 巨 orce po uvo ir pu issan ce
p esan teur vertu

芸等妻 蔓イ トル

102 1939 「断片」(F rag m ent) 312 3 12 3 13(2) くE H P 〉

p p. 3 13 -314

103 1939末か

1940

「ジヤソ ●ジ P ドゥI への手 紙」
(L ettre A Jean G IR A U D O U X )

363 くE H P 〉

p p. 36ト36 3

104 1940 「ヒッ トラI 主導 の起源に閑す R 18(2 ,22 ,27 , 12 ,13 ,15 , ll,12 ,16 , 16 ,38 ,40 , くE H P 〉

1 ●1 る若干の考察 〔I 〕 ヒッ トラー
と古代 ワI マの対外政 策」
(R eflexions su r les o rig in es
de I'h itl6rism e. 〔I 〕 H itler

et la po litiqワe ex te rieu re de
la R om e an tiqu e)341

nー53 ,

pp . 14-2 1

28 ,30 ,33 ,

4 3 ,4 5 ,46 ,

16 ,20 ,24 ,
27 ,3 5,36 ,

59

18 ,19 ,20 ,
26 ,27 ,33 ,
37 ,38 ,39 ,
42 ,46 ,58

p p. ll-60

10 5 1940 「デオダ ●ロ ッシュへ の手紙」 63 くP S 0 〉

1 サ23 (L ettre & D 丘o dat R O C H E ) p p. 6 3-68

106 1940 「ア ソ ドレ●ヴ エーユへ の手紙」 248 2 16 ,226 2 26,2 42 くS S 〉
1 月一4 月 (L ettre a A nd re W E IL ) p p. 2 11ー257

107 1940
6 月

「断 片」(F ragm ent) 3 15 くE H P 〉

p. 315

108 1940
9 月

「救われた ヴェネチア」(V enise

sau vde)33'

50 ,53 ,66(2),

1 10 ,1 15

56(2),58 ,59 ,

65 ,77 ,102 ,
6 6 44

-

くV S 、

p p. 41-134
111

109 1940

12月

「イ- リアスあ るいは力の詩」
(L 'llliade o u Ie po色m e d e la

L

nー2 30,

11孟鋸 3 ,9(3), 13 2),15 ,18 ,

21 ,23 ,32
22 ,28 23 ,26 ,39 ,

40

くS G 〉

p p. 1ト42
fo rce) p p. 56 1-574 3 芸去,22(4),24 ,(2),26(2),

41 ,42(3)

110 1940 「ノI ト」(C a h iers)351 くe n

pp . 9-295
くC ]I〉37,

pp . ll-339
くc n i> ー

pp . ll-292

I
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I
年 代 作 品 名 初 出機 関 force pou vo ir pu issance pesanteur vertu

露等妻蔓 イ トル

111 19 41
秩

「く主の祈 り) につ いて」

(A p ro pos d u <P a teiサ
226 2 16 2),221,

225 ,2 26
2 18 227 <.A D >

p p. 214-228

112 194 1 「奴隷 的でない労 働の第一条件」 U 262 ,267 26 3 267(2 26 8 ,26 9 くC 0 )

(C onnon 望ltion p rem ierv ile) 色re d 'un travail n 0 4 (19 47年),

p p. 525ー534

p p. 2 61-273

113 19 41 「プラ トソにおけ る神 」(D ieu 89 ,120 92(2),109 81 ,90 8 1(2),9 1 , くS G 〉
dan s P L A T O N ) 92 ,95 ,113 ,

120 ,124 ,
125 ,126 ,

127 ,130 ,
133

p p. 77-136

1 14 19 41 「へ ラク レイ トス におけ る神」

(D ieu d an s H E R A C L IT E )

くS G 〉

p p. 159-160

115 194 1 「神 の降臨 」 (D escente de

.

くI P 〉3,,
11月～ D ieu) pp . 9一17 1
1942 ・5月

116 194 1
11月～
194 2 ・5月

「ヂ リシ7 科 学史素描」 (E s-

q㌢isse d 'u ne h istoire de la
SClence g recqu e)

179 2 174 〈I P 〉

p p. 173-180

117 19 41-
19 42春

「ゼ ウLス とプ ロ.メテ ウス」

(Z E U S et P R O M E T H E E )

44 くS G 〉

pp . 4 3-46

118 同 上 ch risti霊 盈 et 豊 禦 des

ch am ps)

32 2) くP S 0 〉

pp . 2 1-33

119 同 上 「神 の翠につい ての考 察」

(R " lex ions sans o rd re sur 1'

am ou r d e D ieu )

42 2) くP S 0 〉

p p. 3 5-45

120 同 上 「イス ラlL ルと興 教徒 」(Israe l

et les g entils)

57 誠 2),59 ,2 くP S 0 〉

pp . 47一62

12 1 19 41-

194 2

「星た ちに」(A u x A stres) くV S 〉

p . 34

122 同 上 「海」 (L a m er) 31 くV S 〉

pp . 3 1-32

l
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ft 作 品 名 初出換閑
「 孟 言 ll丁 po uvo i∴ p u issance pesanteu r vertu 憎 等妻蔓 イ レ レ

123 同 .上 「扉」L a (P orte) くV S 〉

p p. 35-36
くP S 0 〉

p p. ll-12

124 同 上 「必然」(N 6cessit6 ) L

nー284(1947)午,

くV S 〉

p . 33

.

p. 566

125 19 42 ・
1 ・19

「ベ ラソ神父へ の手紙 」(L ettre
A P ere P E R R IN

- 17 (2) くA D 〉

p p. 13-22

126 19 42i n 妄 「ベラソ神父へ の手紙 」(L ettre

a P 6re P E R R IN

I

一

2 5 ,28 < A D >

p p. 23 -29

127 19 42 「ベラソ神父へ の手叔 」(L ettre l くA D 〉

4 ・16 a P 6re P E R R IN p p. 30 -33

128 19 42 「ジヨI ●ブス ケへ の手紙 」 77 ,78 74 78 くP S 0 〉

5 ・12 (L ettre & Joe B O U S Q U E T )" 1 p p. 73 -84

129 19 42
5 ・15

「ベ ラソ神父へ の手紙 」(L ettre

A P色re P E R R IN

58 47 (3),51 ,

59 (2),6 0
48 39 ,43 ,44 ,

48

くA D 〉

ー叩. 35 -62

130 19 42 「ベラ ソ神 父への手紙」(L ettre くA D 〉

5 ・16- A P 6 re P E R R IN p p. 63ー67

5 ・25

13 1 1942
5 - 26

「ベラソ神 父へ の手紙」(L ettre

a P色re P E R R IN

72(2),7 3 7 7(5) <P Pチ68-84

13 2 1942 「科学 の未来 」 (L 'A ven ir de L 179 18 0 くS S 〉

春 la science) nー245 , p p. 177- 185
p p. 303 -308

13 3 同 上 . 「神への愛 のために学 校の勉軌 90 ,93 8 5,8 6 ,89 , 8 9 ,96 ^ A D >

を活用す るこ とについての考察」 9 5 p p. 85-97
(R eflex ion s sur le bo n u sag e
des 6tu des scolaires en vu e de
l'A m o ur d e D ieu)

134 同 上 drC聖㌶ 聖 だ^ J (L 'A m ou rm a lh eur) くA D )

p p. 98- 12 1
くP S O >

1

「
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一 年 代 一 作 晶 名 - 初出機関 force po uvo ir ーp u issance p esan teu r v ertu 憎 等妻蔓 イ レ レ

I

「
廿
」

〔

渇

4

04

＼

I

チ

104 102 8 8 90 ,96 ,9 7(2) 93 ,9 5(3), p p. 8 5-105

1 18 ,124 112 1 16 96 ,10 1 pp . 10 7-131<

112 ,122

135 同 上 「は っき り意激 しない神へ の愛

の諸形態」(F orm es de l'A m o u r
im p licite d e D ieu)

123 ,128 ,

129(3),130 ,
134 ,139 ,
17 4 ,175 ,
19 1 ,19 9 ,
20 4

i器 淵 Z紺 27 ,134 1,14昌,

13 2 ,133 ,
13 5 ,137 ,
138 ,139 ,
145 ,146 ,
…徽

158 ,159 ,
2 14

………盛…4 , <PPチ D >12 2-214

湖 ,134 ,,17 1,

176 4),177 ,
179 ,180 ,
18 1 ,182 2),
194(2),19 7 ,
20 4 ,205

136 同 上 「ノアの三人 の息子 と地 中海文

明史」 (L es tro is 川s d e N 06

ct l'h isto irF de la civilisatio n
m ed iterraneenne)

242 238
.

236 くA D 〉

p p. 228-246

137 同 上 「質間書」(Q uestio nnaire) くP S O >

p p. 69 -72

138 1942
5 月l11月

「アメ リカ ●ノー ト」 (C ìh iers
d 'A m e riq uef 4'

くC S ) 一5.

p p. ll-302

139 19 42 「工場生 活に関す る考察」 Ⅴ 245 ,249 246 249 くC 0 〉

7 月 (R eflex io ns sur la v ie cr

usine)一3ー

n - 2 ,

pp. 187 -2 04

p p. 241-259 I

U
tD

140 19 42 「モ ー .) ス . シ 3l- マ ソへ の手 19 1,204 , 207 ,210 19 2 20 9 くE L )
7 月 紙」 (L e ttre え M au rice

SC H U M A N N )
206 ,207 ,
2 10

p p. 18 5-2 15" '

14 1 19 42 「オ ク語 文明の霊感は何 にある L 79 4),80(6), 8 1,82 ,83 8 1 くE H P 、
10月 か」 (E n qu oi con siste

'insp iration occitan ien ne)

n 0 249

p p. 150-158

紛 82(4), p p. 75-84

142 19 42 「あ る叙事詩を とお してみ た一

10月 文明の苦悩」 (L 'ag on ie d 'u ne

civih sa tio n vu e A tr'av ers u n

p0色m e ep iq ue)

L

n 0 249 ,
p p. 99ー107

67甥 ,71 , 7 1 2 くE H P 〉

p p. 66-74

14 3 1942 巨 あ る修道者へ の手 的 (L ettre 36 ,70 巨 3 ,66 巨 2 ,28 ,45 - 巨 1,15(3) くL R 〉



年 ft l 作 品 名 . 初出機関
fo rce po u voir pu issance pesan teu r v ertu 憎 等 妻蔓 イ トル

.11 ・10 A un relig ieu x) 26 ,30 ,3 7, pp . 7 -9 2
50 ,61(3),

68 ,73

144 19 42 「P ソ ドソで書 かれた覚書」

11月末以 (N o tes R en tes a L ond res)
降

くC S 〉

pp . 30 3-338

14 5
1942 *12 * 16 rp a慧 T BP 繭 」(L ettre A SeS

238 223 22 1 くE L )

p p. 218-257

146 19 42 「板を もつ こ と」 (L 'enracine- くE >

12月 m erit) p p. 9 -256

14 7 同 上 「量子卸 こつ いての考 察」
鑑 lexion s d p ropo s de larie des Q uan ta)

L

n 0 26 1,
p p. 10 2-119

くS S 〉

p p. 187-209

148 同 上 「ク レア ソテス, ペ レキ l デ 169 くS G 〉

ス, アナ クツマ ソ ドロスお よび p p. 16 1-172
ピロラオス につ いての覚書」
(N o tes su r C L E A N T H E ,P H E R E C Y D E ,A N A X IM A N -

D R E , et P H IL O L A O S )

149 1942 「科学 とわた したち」(L a scien ce

et nou s)40'

126 ,127(3),128 ,136(2),14 5 ,148(2) 128 ,14 6 170 13 5 ,13 7 ,
174(2)

くS S 〉

p p. 121-176

くS S 〉

264 262(2 pp . 2 6ト268

150 1942 「エ レク トラの嘆 き とオ レステ くS G 〉

スの感謝」 (P lain tes cr E lectre p p. 47-55
et reconna issan ce d 'O reste)

151 1942 「神へ の愛 雑感 」

(P ens6es sans o rdre concernant
l'am ou r d e D ieu )

19 13 ,19 2) 17 17(2 ,19 くP S 0 〉

p p. 13-20

152 1942

11月末～
1943
4 月

「マル クス主戦 学説は存在す る

か」(Y a -トil une doctrin e

m arx iste?)

226(4),228 , 242(3),252(2)

三 勉 ),

2 27 2),236 ,

2 39 ,241(3),
242

231 ,234 243 ,249 く0 L 〉

p p. 22 1-254

Z芸9 .22& )ヲ0 ,25 3(7)

I
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- 年 可 作 品 名 - 初 出脚 force p ou voir p u is釦nee p的 n tCP vertu 憎 等妻蔓 イ トル

I

「
廿
」

fl

渇

ヰ

か

153 同 上 「人格 と型な るもの」
(L a person ne et le sacr6)

19 223(227 胤 ……,12)孟(2),3る(2), 24(2) 至芸,2 3 ,3 1,(2) くE L 〉

pp . ll-44

154 同 上 「わた した ちは正我 のために故 T 46(2),4 7 4 5 ,4 6 ,48(2), 4 8
I
56 くE L 〉

うのか」(L u ttons-nou s pou r la n 0 28 , 50 pp . 45ー57
J ustice?) p p . 3 -9

155 同 上 「臨時政 府の正 統牲」
(L eg itim it色 d u go u vernem ent

p rovisoire)

66 6 4 ,6 6(2),

6 8(2),69 ,7 0(4),71(3),7 2
72 58(2),59 , くE L 〉

65 ,67 pp. 58-73

156 同 上 「人間の義務に関 す る宜官のた

& 」>I ?fpJ (E tu ddeclara tion des ∑b呂o u r unec ation s

envers 1'芭tre h u m ain)

77 ,82

-

75(4),78(2),

79(3),882(2),8鵠 1▼

くE L 〉

p p. 74-84

157 同 上 「新 しい恵法草案につ いての考 86(2) 8 7(6),88 ,89 , くE L 〉
え」(R em arq ues su r ーe n ou veau

projet de C on stitu tion)

90 .9 1(3),92(2) p p. 85 -92

158 同 上 「新憲法 のための根本 的理念」

(Icte es essen tie lles pou r u ne

93(4),9 5 ,96(3),97(5) くE L 〉

p p. 9 3-97
no uvelle C o nstitu tio n) ＼

1

†

159 同 上 「この戟 争は宗教戦争であ る」

(C ette g u erre est u ne g uerre

99 (2),106(4) 9 8 ,106 100 .10 4 ,105(2),108 < E L >p p. 98 -108

de relig ions)481 I

Jゝ
ト一

160 同 上 I 「反抗 につ いての考察」

(R eflexion s su r la re vok e)
115 120(3) 114 1 19 くE L 〉

pp . 109 -125

16 1 同 上 「政党の全面 的解 消についての w 128 ,13 0
覚書」 (N o te su r la su pp res- n 26

sion g ene ra te des partis p oll- (1950年),
tiqu es) pp . 9 -28

126 ,127 ,

132 ,134(3),
139 ,14 6

129 ,134(2) 14 1,146 くE L 〉

p p. 12 6-148

162 同 上 「プラソス国民の迎命 との関連 364 ,36 7(2), 367 370 ,373 , くE H P 〉

〃 ■ lにおける椎 民地 開国 につ いて」 375 376 ,378 pp . 364 -378
(A p ropos de la q uestion

co lonia le, dans ses rap po rts

aV∝ le d estin d u peup le
franca is)



(C)

単行本に紅み入れられているが,発表日付け不評で,私的推測を訳みるしかない諭碗その他の年代Jqi衷

年 代 作 品 名 force pouvoir puissance pesanteur vertii
諾雷妻蔓れ 雪

1 1933 ・10月 「哲学計鼓」 (L eqons de philoso- くL P 〉51,
-1934 * 6 phie)5eJ pp. 17-305

月

2 1934後半 「革命と進歩との観念の批判的換討」 181 184(4) 181 く0 L 〉
(E xam en critique des id6es de pp. 178-185
revolution et de progrds)521

3 1940末～ プラトソ研究 くS G 〉
1942 「テアイテトスについて」 I叩. 137-148531
11月 (Sur le T H EE T E T E)

「バイドロスについて」 ■- ■- l叩. 137-138
(S u r le P H E D R E ) I). 1 3 9

「/<イ ドロス と密 室 に つ い て」 14 2 ,1 4 3 3 ) 14 3 一一. 14 1
(S u r le P H E D R E e t le B ;…q uet) 】叩. 145 - 14 6

「/tイドロス抄」 〟- 〟- 〟- 案- …>.147-148(E xtraits d u P H E D R E )
「国家につい て」

(S ur la R ep ub liqu e)

4 1941'
1942

「新科学の基掛 こつY、て」(D u
F o nd em en t d 'une science no uve lle)

28 1(2),284(3 27 7 < s s >

pp . 275 -284" 1

5 同 上 ]盟 î fC O ^ t J (A p ron iq ue on du la to ire) ーjos d e < s s >pp . 269 -270

I

「

ヒト
」

77

渇

4
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＼

:
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1



vertu
叢等妻蔓 イ トル

くC S 〉

p p. 9 -10

158 ,166 ,179 くE l一〉

p p. 151-182

く0 L 〉

I叩. 194ー2 04

138(2),139(2) くP S 0 〉
p p. 133 -145

< P S O >
p p. 149 -153

年　　代l　　　　作　　晶　　名　　　　　　　force pouvoir I puissance pesal1teLlr

「断片」 (Fragment) 158,166,

176(2), 177

156,164,179

「マルクス主茸の矛爪について」
(Sur les contradictions du

marxisme)

195,198 196,204

「秘蹟の理論」 (Th60rie des
sacrement s)

「最後のテキスり(Dernier Texte)

1

ll

とト
」

77

渇

ヰ

か

＼

I

Ir

i

Jゝ
Cd



EE -「力」に関する　ノ　ート-

表の見方は以下のとおりである。

(1)単行本タイトル略号文字は註(1)に記してある

が,ここでも取り上げておく。

くE〉　L'enracinement (「敬をもつこと」)

くAD〉 Attente de Dieu (「神を待ち望む」)

くc s) La connaissance surnaturelle (「超自然

的謬識」)

くLR〉 Lettre & un religieux

(「ある修道者への手紙」)

くI P〉 Intuitions pr6chr色tiennes

(「前キリスト教的直観」)

くCO〉 La condition ouvrtere (「労働の条件」)

くcI〉Cahiers I (「ノー日　工)

くCⅡ〉Cahiers H (「ノーりⅡ)

くSG〉 La source grecque (「ギリシアの泉」)

くOL〉 Oppression et liberty (「抑圧と自由」)

くV S〉 Venise Sauvee (「救われたヴェネチア」)

くCⅢ) CahiersIH (「ノーりⅢ)

くE L> Ecrits de Londres et dernteres lettres

(「ロソドソ雑記と最後の事故」)

くL P〉Leぢons de philosophic (「哲学計義」)

くEHP〉 Ecrits historiques et pohtiques

(「歴史政治輸集」)

くP S O〉 Pens色e sans ordre concernant I'amour

de Dieu (「神への愛雑感」)

くS S〉 Sur la science (「科学について」)

(2)初出観閲の欄の記号は次の各社をあらわす。

A.リープル・プロポ払(Libres propos)

B.オート-ロワール地区報

(Bulletin de la S∝tion de la Haute-Loire)

C. vフォール紙(L'Effort)

D.ラ・トリビュヌ紙(La Tribune)

和良wサ-*-サ'サーーォ*::*>a自問

(La R丘volution proletanenne)

F.ル・トラヴ7イふ-ル・ド・ラソセニ3.マソ

抵(Le Travailleur de l'Enseignement)

G.ラ・クリティック・ソシアル払

(La Critique Sociale)

H.カイエ・ド・テール・リープル抵

(Cahiers de　^Terre Libre?)

I.フイユ・リープル・ド・ラ・キャソゼ-ヌ紙

(Feuilles Libres de la Quinzaine)

J.ル・リベルテール轟(Le Libertaire)

K.サソデイカ紙(Syndicats)

L.カイエ・デュ・シふド薗(Cahiers du Sucl)

M.レ・ゼテユド・フイロゾフイツク払

(Les Etudes Philosophique)

N.イル・ポソト乾(II Ponte)

O. vコール・エマソシべ琵

(L'Ecole, Emancipee)

P.アソトル・ヌ紙(Entre Nous)

Q.ゲイジラソス紙(Vigilance)

R.ヌヴォ- ・カイエ醸(Nouveaux Cahiers)

S.ェ七一・-・コソノミ畠(Essais et Combats)

T.ブルーヴ誌(Preuves)

U.ル・シ>ヴ7ル・ド・トロワ抵

(Le cheval de Troie)

V.ェコノミ-・エ・ユマニスム払

(Economie et Humanisme)

W.ラ・タープル・ pソド誌(La Table Ronde)

なお,当欄のnoは号数を, p.ないしpp.紘

貫数を示す。

(3) B表のfforceJ 「pouvoirJ 「puissanceJ

「pesanteurJ 「vertu」と書きこまれた直下にあ

る数字は,表の左記作品名の何頁かを,またそ

の真数右験に括弧があり,その個所に数字が記

入されている場合は,貢における単籍の敷皮を

示す。

(4)　fforcej PpouvoirJ fpuissancej I pesanteurJ

「vertu」の単醇の個所は, 17の単行本にわた

り,できるかぎり見落としのないようにこころ

がけたつもりである。しかし,果して個々の単

醇がジャック・カポーの引用文(8)のいう「力」

の意味をもつかどうかの確執ま,特に,その

「pesanteur」の判断や,わたしの主張にそくし

た「vertu」の具体的検討とあわせ, 「力」に

関するノート(Ⅲ)以降の拙稿でおこない,こ

こでは割愛する。ただし, A force de, sans

pouvoir, en puissance, en vertu deの熟語や

助動詞としての　pouvoir　などは,当然最初か

ら除外してある。

(5)作品のうち,何年とだけ記入してあるもの

は,その年の作晶を意味し,軟当年の最後に配

置させるようにした。

(6)全体の作品順は,おおよそA・B・C表を照

らし合わすことで完成する。この「力」という

単醇の書き抜きだけにすぎないが,しかし照合

させる作業において,その近辺にある,単行本

に紅み入れられていないA表の作品の内容と債

向を推量することが可能になるかもしれない。

単行本にない作品の入手の機会を望む,わたし

にとって,作品名を年代にしたがって書きこむ

作業は,今回の単拝の頻度を知る調査にとどま

らず,そうした作品を手にしたときの使用をは
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じめとしての,今後の多方面な研究において,

この表を活用させることをもねらいにしてい

る。

(7) A・B・C衷作成のために,初出機関の号や

その貫数ならびに作品名は,もっぱら, Michel

THIOUT: Jalon sur la route de Simone

WEIL H Essai de bibliographic des ecrits

de Simone WEILの私駅にたよったが,それ

で十分でなかった際は, 「シ・モーヌ・ヴェーユ

著作集」 Ⅴ (春秋社),年譜・書酪(pp. 358-

378,渡辺-民氏串). *ヤp/ク・カポーの「シ・

そ-ヌ・ヴ=-ユ伝」 (みすず書房), r書蕗(vii-

xxlll,山崎席一郎氏,中条忍氏択)を,資料

として参考させていただいたことを付記してお

く。

(8)真数が表に書き表わしきれない場合は,麓を

利用して記入した。

A・B・Cの表のうち,さしあたって,わたしたち

に必要な表は(B)である。その(B)によって,何を知

るのか。まず,今回は紙数も大部になるので,力をみ

る視点のみを述べるにとどめることにするが,しかし

ここにきて,活動家や宗教者という,個々の側面をさ

す肩書だけは,シモーヌ・ヴェ-ユから取りはずすこ

とができそうである。授業テキストである「哲学講

垂」, Cc)表の151-をみよ。そこでは,この詞書のみで

彼女を呼ぶのは無意味になる。 「vertu」の語の多くの

使用がみられるかぎり,後半生の特歓がおよそ全生涯

にわたってみられると捉えられないか。宗教的な意味

を含んだこの語から,彼女は後半生の特微ある人と位

置づけられる,すなわち彼女は宗教者として理解され

る。しかしそれも彼女をあやまって捉えることになろ

う。宗教者の意味する肩書に固執できない思想をもつ

彼女は,その思想の体系化を釈みることがなかった

が,思想を生きるという遺産を残した。それは体系的

理輸を構築する能力の理性や知性の必要性以上に,忠

想の現実化のた桝こは,彼女のそれ以外の能力が活動

させられるよう,彼女がその他力を自己の身体とかか

わらせたことにある。だから敬いていえば,それを体

現させた彼女は実践的哲学者だといえるだろう。

シモーヌ・ヴェーユの,この思想を実現させる実践

とは,どこに向けられたものなのかが,わたしたちの

もっとも知りたいことのうちのひとつになってくるO

彼女の工場体験やスベイソ戦争参加がここ{・いう実践

45

になるのではない。人間にとって未知な,最高の境地

といわれるところ(神の債域)に達し得た実践を知る

ことである。どのようにして神と接触することができ

るのか。そのことをわたしたちが実際に体験すること

こそ其の生にかかわるのであって,その過程をペソで

たどることはむなしい現実を残すだけであるが,しか

しそれでも,この跡付けをしないことにはその思想す

ら明らかにされず,実践も伴うはずがないのだ。

神との接触を可能にする跡付けの枕崎説明の事項と

して,わたしは一方で,前述した,理性や知性以外の

能力,つまり感冊または感受性と,身体をあげること

ができる。こうした関係55'を生みだす原田に力の影普

力があって,それが人間を神-と接近させると思う。

力の存在ゆえに,人間は鼓高の境地に達し得るとすれ

ば,彼女が理解するこの力こそ,人間をその実践にか

りたたせる出発点にある思想となる。それをこの表を

手はじめに開うことが,わたしたちに裸せられる.

その人問の問いは,古代ギリシアからの閥いでもあ

った。シ・モーヌ・ヴェ-=・の作品である「イーリアス

あるいは力の持」はこうした開いかけをわたしたちに

迫るものであろう。したがってその解釈と,ギリシア

語による「力」にさかのぼっての検討も要求されてく

るはずである。あるいはプラトソを経過して生き統け

るグノーシス派的な流れのなかにある思想に,おそら

く見出されてくる「力」を把担しておくこともまた,

必要になってくるであろう。そして,彼女の思想にこ

れらの思想を蒔入し研究することは,その理解を早め

させる,とわたしはみるのである。

註

1)単行本のタイトルと刊行年の頃序で掲載するO

(i) r板をもつことJ (L'enracinement), 1949

(Gallimard,くタイトル暗号文字E.以下同じ〉)。

(2) r神を待ち望む」 (Attente de Dieu), 1950

(La Colombe,くAD〉)

(3) r超自然的駆識J (La connaissance surnaturelle),

1950 (Gallimard,くc sサ。

(4) rある修道者-の宇抵J (Lettre a un religieux),

1951 (Gallimard,くLR))0

(5) r前キリスト教的直観J (Intuitions prechr喜一

tiennes), 1951 (La Colombe,くI P〉)a

(e)　r労働の条件J (La condition ouvn6re), 1951
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(Gallimard,くC O〉)0

(7) rノーりI (Cahiers I), 1951 (plon,くC

I〉)0

(s) rノーH H (Cahiers H), 1953 (plon,くC

Iサ。

0) rギリシアの泉J (La source grecque), 1953

(Gallimard,くS G))0

00) r抑圧と自由J (Oppression et liberte), 1955

(Gallimard,くO L))。

細　r救われたヴ=ネチアJ (Venise sauvee), 1955

(Gallimard,くV S〉)0

的　rノーりHI (Cahiers HI), 1956 (plon,くc

mサ=

伯　rPソドソ雑記と最後の手紙J (EcritsdeLon-

dres et dernteres lettres), 1957 (Gallimard,

くELサ。

叫　r哲学講義J (Leqons de philosophie de

Simone Weil, presentees par Anne Reynaud),

1959 (plon,くL P))0

姻　r歴史政治論集J (Ecrits historiques et poli-

tiques), I960 (Gallimard,くE HP))0

綿Ir神-の愛雑感J (Pensees sans ordre con-

cernant l'anlour de Dieu), 1962 (Gallimard,

くP SO〉)0

的　r科学についてJ (Sur la science), 1966(Gal-

limard,くS S〉)。

ただし,ほかにr重力と恩寓J (La pesanteur et

la gr云ce, 1947, plon)という単行本が刊行されて

いるが,これは(7X8)的のノートの計三冊の鉄拳のも

のであるから,ここでは掲載を省略する。

なお,わたしの所有する,これら単行本の刊行

午,出版社は次の通りである。

(1) 1963. Gallimard

(2) 1969. Fayard

(3) 1964. Gallimard

(4) 1963. Gallimard

(5) 1951. Fayard, (初版複製)

(6) 1966. Gallimard

(7) 1970. plon

(8) 1972. plon

(9) 1969. Gallimard

09 1967. Gallimard

的1968. Gallimard, (Po色mes f詩.Jも含む)

的1975. plon

的1957. Gallimard

O4) 1970. Union generate d'6dions

的1960. Gallimard

1968.　Gallimard

的1966. Gallimard

この刊行年の順序とタイトル略号文字とは, Mi・

chel Thiout : Jalons sur la route de Simone WEIL

H, Essai de bibliographe des Merits de Simone

WEIL (Archives des lettres modernes, n- 26) 」・,

大木健氏'・rシモーヌ・ヴ=-ユの不幸輸J (勤葦書

房　pp. 248-249)を参照する。

また,これら単行本に加えられている輸文やその

他のタイトルとタイトル略号文字との出所は主に,

これによることを付記しておく。

2)拙著　rシモーヌ・ヴェーユ研究」,寡-草　彼女

の哲学について　pp. 7-42参照(白馬書房)0

3 ) Jacques Cabaud : L'e>(p丘rience vecue de Simone

Weil p 9 (plon)0

4)タイトル略号文字(以下略)くcnr>, p. i93。

5)くCI), P.31e

6)くCm>, p. 179。

7)くAD>, pp. 35-62。

なお,翻訳ではrシ'モーヌ・ヴェ-ユ著作集J Ⅳ,

pp. 27-47,渡辺秀氏訳(春秋社)と, r神を待ち望

むJ PP. 3ト61,杉山毅氏訳(勤革書房)とがある。

8) Jacques Cabaud : L'exp6rience v6cue de Simone

Weil p. 217 (plon)。なお,この引用文中, 「不幸」

と書かれる内容は,シモーヌ・ヴェー3・独自の思想

に支えられており,やはりキー・ワードとして把握

しなければならないが,これについては,大木健氏

の,前述した　rシモーヌ・ヴェーユの不幸輸J (動

葦書房)に詳しいから,それを参照のこと。

9)シモーヌ・ヴ=-ユのはじめての創作であるが,

今日残存しない作品。

10) 1933年7月15日,この抜粋がレフオール鼓

(L'Effort), no 388, p. 3に掲載される。

ll)ラ・レヴォI)1シ3ソ・プロレクリエソヌ宛の手

衣も含有されている。
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12)この手紙は,ラ・レヴォリュシ望ソ.プロL'クリ

エソヌ鈷(n- 362, p. 17)に掲載されている。

13)この手紙は,フイユ・リーブル・ド.ラ.キャソ

ゼ～ヌ紙(1936*9-25付　n- 22)に掲載される。

14)これは, B表の「女子精錬工の生活とストライキ」

(1936・6・10,ラ・レヴォリュショソ.プロレタ

リュソヌ抵)を転載したものである。

15)これは,平和を堅持すべく,ファシストとの交渉

を訴えたものである。

16)この手紙は,エチエド・マテ.)イアリスト(1947

12月, n- 17)に掲載される。

17)カイエ・デュ・'シュド転, 1951年n-310 (pp.

426-430)に掲載される。

18)これは,高等師範学校卒業試験輸文である.

19)ラ・レヴォリュシコソ・プpt,クリエソヌ詠宛の

手紙も含まれている。

20)これは, 「待機するドイツ(ドイツの印象)」のタ

イトル(括戟内)を変更し,このT)-プル・プロポ

蕗に転載されたものである0

21)これは, 「ドイツの出来事O　ベルリソ変通ストラ

イキ,選挙」 (1932・11・25) Les evenements

d'AIlemagne. La grdve des transports de Berlin.

Les elections)として,ラ・レヴォ1)ユシュソ。プ

ロレクリエソヌ詠(n- 40, pp. ll-12)に転載され

ている。またくEHP)には, 「ドイツの最近の出

来串についての覚書」と題され, 「ベルリソ交通ス

トライキの教訓,ドイツの選挙」という同じ小タイ

トルを付した異稿(variante)が掲載される(pp.

383-385)。なお異稿に見出される「力」も内容が相

達する個所で使用されているなら,表に付加してお

くことにした。

22)この異穣(variante) (1933)が　くEHP>　pp.

390-391に掲載されている。

23)これは, (1)ル・トラヴ7・イユール紙(Le Trava-

llleur), (2)y-プル・プロポ誌, (3)ル・リグェルテ

-ル蕗にも掲載される。ただし, (1)では, 1934

2*3, n-98, p.3;1934・2・4, no99,p.3

(統)J1934・2・17, no 100, p. 3(舵);1934・

2ォ24, no 101, p. 3 C完)の計四回にわたって,

(2)では1935* 8サ31, n-　8, pp. 364-372に,そ

して(3)では1935・10・4, no 465, P. 2　C補遺)

(extraits)として掲載される。

24)テヴノソ夫人には1935年1月末をはじめとして,

夏に一度,夏から秋にかけて一皮手紙をだしてい

る。くCO)における,それらに相当するべ-ジ数

は次のとおり, PP. 15-17, pp. 17-18, pp. 19-22C

25)ここには, 「Rの労働者たちへの呼びかけ」 (Un

appel, aux ouvriers de R)も含むものとする。そ

のべ-ジはくCO> pp. 128-132である。

26)くEHP> pp. 396-397は「アラソの質問事項に

答える」 (Reponse au questionnaire d'Alain)で,

pp. 244-247の異稿(variante)である.

27)後者のページ数は,前者のそれの異議(variante)

H2E3

28)ただし, pp. 188-195のうち, pp. 191-195は,

オーギュスト・ドトクフの返事(Reponse de A.

DETCEUF)の手紙のページである。

29)くEHP>は,この論文の異柄を「破産擁護の草

案」 (Esquisse d'une apologie de la banqueroute)

として, PP. 400-402に収録している。

30)後者のページ数は,前者のそれのpp. 324-327の

異稀(variante)であるO

31)これは, 「ローマとアルノてこア」の異稿(variante)

である。

32)くEHP>では,この論文の題名は,本文和文タ

イトルのようになっているOつまり, Quelques ref-

lexions sur l'origine de l'hitlerismeである。こ

こでは三部構成のものを一挙に掲載している。一部

タイトル「国民的性格の恒常性と醇変化　CPerma-

nence et changement des caract^res nationaux),

二部タイトル「ヒットラーと古代ローマの対外政策

(Hitler et la politique ext芭rieure de la Rome

antique)三部タイトル「ヒットラ-とT2-マ帝国

の国内体制」 (Hitler et le regime interieur de

'Empire romain。

33)この時期には,特にVenise sauv芭CのⅢ幕(acte

Ⅲ)の創作に没頭しているが,とにかく終幕の草稀

にかかっていたということで,一応この時期で完成

をみると判断しておく。

34)はじめ,ラ・ヌーヴニル・ルヴl・フラソ七一ズ

蕗(La Nouvelle Revue Franqaise)に「イ- I)ア

ス輸」として掲載予定であったが,敗戦のため′日)

で発表することができなくなった。カイェ・デュ・

シュド誌にはエミール・ノヴイス(Emile NOVIS)

の筆名で投稿。また1941年1月,この統諭がカイエ

・デュ・シュド蕗n- 231, pp. 21-34に発表され

1

I

1

l
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ているが,ここでは一括してページ数を掲げてお

く。

35)この時期(1940年)より,のちに単行本三冊とし

てまとめられる大部のノートを,シモーヌ・ヴェー

ユはアメ1)カにいくために, 1941年10月25日,ティ

ポソにわたすことになる。ここではその三冊を一括

して記入しておく。

36)くCI)にみられる「力」の頻度

force: 17(2), 22, 23, 26, 29(4), 32(4), 61, 85

(2), 99, 100, 102, 109, 112(3), 113(3), 115,

127, 131, 133(2), 134, 136, 141(2), 146,

151(3), 166, 171, 191, 193(2), 195, 208,

212, 214, 216, 221, 222(2), 223(2), 240,

243(3), 245(4), 246(7), 251(2), 253, 255,

263, 265(2), 26咲2), 268, 273

pouvoir: 12(2), 14(2), 20, 25(3), 26, 41, 42, 74,

75, 82(2), 84, 96(4), 107, 109(2), 131, 133

(2), 152(2), 161, 173, 189, 210, 221, 252,

267

puissance: 12, 25, 26, 27, 31, 32, 33(2), 39,

41, 42, 68, 79, 80, 87, 111(2), 177, 207,

215(2), 223(2), 227, 237(2), 238, 243(2)

pesanteur: 170, 173, 188(2), 189M), 190, 191,

202, 213, 220, 240, 243(2), 246, 254, 259

(3), 260(3), 267, 269, 270(4), 271(5), 272,

274

vertu: 63, 70, 96, 112(3), 113, 129(7), 141,

222, 225, 236(4), 237(4), 23疎2), 240, 243

(2), 246(2), 253(2), 255, 265(2), 266(2),

272

37)くCⅡ)にみられる「力」の頻度

force: 12(4), 16(2), 20, 23, 25, 27, 29, 35,

36, 4試2), 50, 54, 61, 62(6), 64, 67, 75,

80(3), 82, 89, 99, 104, 105, 119, 120,

127, 128, 150(2), 174, 177, 202, 207, 222,

232, 234, 257, 260, 261, 285, 308, 317,

331(5), 338(5)

pouvoir:33(2), 55, 57, 63(2), 79, 81, 101, 107,

108, 114, 115, 158, 174, 178, 191, 203,

220, 245, 246(2), 253, 255, 259, 294, 295

), 297

puissance: 45, 67, 81, 96, 109, 123, 140, 152,

168, 218, 232, 272, 302, 306, 311(2), 332,

333(3)

pesanteur: 12, 14, 15, 19, 20(3), 22, 23(7), 24

(2), 28(5), 3咲2), 3叫3), 60, 61, 62(5), 67,

73, 90(2), 105, 108, 109(2), 151, 166, 181,

185, 230, 232, 302(3), 306

vertu: 13, 19, 34, 64, 82(2), 88, 91, 107, 116,

122, 124, 133, 139, 144(2), 152, 153, 155,

174(2), 177, 211(3), 226, 239, 249(2), 253,

258(6), 281(2), 284(2), 285, 294, 303, 304,

309(2), 313, 333(2), 338

38)くCⅢ)にみられる「力」の頻度

force : 12, 69, 76(6), 77(2), 87(2), 88(5), 89(3),

93(2), 100, 104, 113(3), 114, 116, 117(2),

120, 125(3), 126(6), 128(3), 129, 134(3), 135,

137, 138(3), 141, 142, 152(2), 167(3), 178,

181(5), 182, 183, 19叫3), 191(2), 194, 195,

196, 203, 235, 244(2), 247, 252, 264, 269,

272

pouvoir: 48(2), 121, 137, 162, 165, 185, 190,

191, 215, 227, 244, 258, 262,

puissance: 71, 76, 92(2), 97, 98, 121(2), 123,

137, 146, 152, 154, 165, 166(2), 167, 175,

176(2), 178(7), 179(3), 186, 187(2), 193(:軌

199(3), 206, 215(2), 230, 231, 232-脚, 233

(2), 237, 247, 249(2)

pesanteur: 21, 34, 35, 57, 77, 87(3), 110, 115,

129, 137, 146(2), 147, 148(2), 157, 167(2),

180, 181(3), 184, 233, 244, 251

vertu: 21(2), 26, 31, 39, 46, 56, 87(2), 115(2),

116(3), 147, 148, 177(2), 226, 252, 27叫2)

39)〈IP)にみられる「力」の頻度

force: 52, 53(5), 54(5), 55, 57, 58(3), 60(3), 75,

76, 78, 83, 95, 96, 104(2), 126(2), 136(3),

141, 145, 147(7), 154, 161, 162

pouvoir: 16, 73, 75, 91, 98, 113, 133, 136(2),

137(2), 13叫3), 144, 14疎2), 154, 156, 158,

168(3)

puissance: 14, 43, 53, 54, 59, 76, 103, 115(3),

118(2), 120, 144, 160

pesanteur: 53, 84, 148, 162

vertu: 22, 26, 35, 58(3), 59, 60(2), 61(2), 85,

87(4), 90(3), 92, 120, 135, 145(2), 154,

155, 163
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40)この輸文の補足として, 「ギリシア科学について

の夢想」 (R芭verieえpropos de la Science grecque

くSS> pp. 26ト268,年代不詳)がある。

41)シモーヌ・ヴェーユがジョー・ブスケにだした手

跡ま1942年5月12日付け以外に2通ある。しかしそ

れらは単行本に組み入れられていない。この2通は

1942年4月13日と1942年4月末または5月初めのも

のである。

42)くPSO)のpp. 85-105はくAD)と同様であ

り, pp. 107-131はこのくAD)の統き〔suite〕

i弓f^E?冗

43)くCO)のタイトルは, 「工場生活の経験」 (Ex-

perience de la vie d'Usine)と改膚される。 Emile

NOVISの名で投稿する。

44)これは単行本では「超自然的落款」 (La connais-

sance surnaturelle)となっている0

45)くCS)にみられる「力」の頻度

force: 31, 33, 91, 93, 103, 134, 144, 146,

150, 172, 184, 18叫2), 192, 252

pouvoir: 26, 31, 32, 36, 43, 47, 55, 5鋭2), 59,

72, 79, 80, 85, 92, 120, 128, 131(2),

132, 149, 172, 173(3), 179, 180, 199, 215

(3), 220, 264(2), 265(2), 267, 268, 289

puissance: 14, 24, 29, 46(3), 67, 68, 78, 98,

105, 126, 131, 155, 156(2), 171, 195,220,

246, 262, 264(3), 282(3)

pesanteur : 84, 220

vertu: 37, 46, 47, 50, 58, 74, 77, 96, 97(2),

98, 113, 146, 156, 163, 165(2), 166(3),

206, 209, 226, 233, 234(2), 235, 257, 260,

263, 264(2), 265, 266, 269, 284

46)この日付けの手紙(最初のもの)を含んで四通,

シモーヌ・ヴェーユはモーリス・シューマソにだし

ている。他の3つには目付けがない。第二の手紙に

は「第一巌看護婦部隊宙虎計画書」 (Projet d'une

formation d'infirmieres de premiとre ligne)が付

されている。

47)くE)にみられる「力」の頻度

force: 10, 16(2), 27, 35, 38, 55, 56, 63, 77(2),

90, 98, 99, 113, 114, 119(2), 133, 142,

148, 149, 158, 164(2), 166, 188(4), 189(3),

194, 198, 202, 203(2), 205(5), 206(6), 215

(2), 216, 217, 219, 222(2), 228, 241(2),

49

242(3), 243(4), 244(2), 245, 246(6), 247,

248(2), 249(2)

pouvoir: 19, 23, 25, 31, 34(2), 46, 47, 52, 61,

79, 91, 9鋭2), 104, 106(2), 107, 108, 111,

122(2), 131, 132, 133, 136, 139, 141, 154,

156(2), 163, 164(2), 166, 170, 183, 186,

187, 19鋭2), 20鋭2), 210, 225, 227(3),

236(2)

puissance: 21, 46, 77, 79, 117, 119, 127, 134,

170, 231, 237,

pesanteur : 248(2)

vertu :92, 110, 123, 12叫2), 125, 126(4), 175,

178(3), 179, 180, 186, 195, 196, 199(3),

210, 220, 223, 231, 244(3), 246, 248, 251

48)この日付けをはじめとする手紙は計19回, 1942年

12月より1943年のシモーヌ・ヴェ～ユの死間際の分

が残存している。むろん,単行本に掲載されない手

紙があるのは当然だし,この時期以外にも両親宛に

だしていたことはいうまでもなかろう。くEL)に

組み入れられている手紙の内訳は以下のとおり。

1942・12-31 pp. 220-222

1943・1・18　pp. 222-225

1943・1・22　pp. 225-228 .

1943・2・1　pp. 228-230

1943ォ3 ' 1　pp.230-233

1943・4・17　pp. 233-235

1943・5・10　pp. 235-236

1943・5　・22　pp. 236-238

1943・5・31 pp. 238-239

1943・6・9　pp.239-242

1943・6・15　pp. 242-244

1943・6・25　pp. 244-246

1943・7・5　pp.246-248

1943・　7　・12　pp. 248-249

1943・7・18　pp. 249-251

1943・　7　・28　pp. 25ト254

1943・　8 -　4　pp. 254-257

1943・　8　・16　pp.257

49)この論文は「宗教戦争の回帰」 (Retour aux

guerres de religions)と改題され,ラ・タープル・

ロンド(n- 55, 1952年7月)にも発表される。

50) pアソヌ女子高等中学の哲学教師であったシモー

ヌ・ヴェーユの経典録。生徒であるアソヌ　X/-ノ
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- CAnne REYNAUD)がまとめ出版されたもの　　　　　　), 215, 218, 220(2), 222(2), 223(3), 224(4),

51)くLP)にみられる「力」の頻度

force: 29, 62, 75, 76(5), 124(2), 158, 164. 168

(2), 171, 176(2), 177(2), 183, 191(2), 192,

215, 219, 225, 231, 261, 268, 277(4), 278

5

pouvoir: 56, 71, 72, 76, 85, 114, 125, 160(3).

171, 181(3), 183(2), 184, 190, 194(3), 195

(5), 196, 197(2), 198, 199, 200, 201, 231,

232(2), 266, 273, 274, 277, 281, 282,

283, 285(2)

puissance: 45, 47(2), 56, 58, 86, 87, 120, 125,

144, 145, 189(2), 151, 166, 174, 183(3),

184(2), 194く2), 196, 199, 200, 203, 223,

226, 257, 266(2), 268(2), 277(3), 279

pesanteur: 45, 91

vertu: 78(2), 87, 158, 162, 167, 194, 212, 214

230(3), 232, 234, 235(2), 261, 264(3), 272

(2), 280(2), 281, 282, 283(2), 285, 295,

297, 298

52)これは工場体験直前に脱稿した「自由と社会的抑

圧との鰭原因についての考察」の官頚の改稿を促す

ような論文である。

53)ほかにくSS)に残っている作品として「英雄メ

レアグロスの春」 (Printemps de M61さagre) (pp.

73-74)があるOただし, 「力」に関する単語は見当

たらない。

54)このページ数のうち　pp. 282-284　は異議(van-

ante)である0

55)感情または感受性と,身体との関係の素描につい

ては, 「新潟大学数東部研究紀要」第14乗　pp. 49-

71参照。


